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円
相
場
は
八
月
～
九
月
に
一
ド
ル
七
〇
円

台
後
半
に
張
り
つ
く
な
ど
、
米
ド
ル
に
対
す

る
超
円
高
が
続
い
た
。
今
回
の「
ビ
ジ
ネ
ス
・

レ
ー
バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
調
査
」（
Ｂ
Ｌ
Ｍ
調
査
）

で
は
、
業
界
団
体
と
企
業
に
対
し
、
超
円
高

下
に
お
け
る
事
業
遂
行
や
業
績
、
雇
用
面
へ

の
影
響
と
、
今
後
の
対
策
な
ど
を
尋
ね
た
。

円
高
の
進
行
が
直
接
、
採
算
の
悪
化
に
つ
な

が
る
自
動
車
業
界
な
ど
か
ら
は
、
円
高
に
よ

る
業
績
悪
化
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
費
用
低
減
努
力
が
実
施
さ
れ
て
い
る
様

子
や
、
い
っ
そ
う
円
高
が
進
展
し
た
場
合
の

生
産
拠
点
の
海
外
移
転
の
可
能
性
な
ど
が
指

摘
さ
れ
た
。
直
接
の
影
響
を
受
け
な
い
業
界

も
、
円
高
に
よ
る
国
内
景
気
の
冷
え
込
み
の

影
響
を
懸
念
す
る
。
寄
せ
ら
れ
た
回
答
の
主

な
内
容
を
業
界
単
位
で
紹
介
す
る
。

自
動
車
で
は
企
業
努
力
の
限
界
超
え
る

　
【
自
動
車
】
は
「
現
在
の
為
替
水
準
が
さ

ら
に
長
期
化
す
れ
ば
、
日
本
の
強
み
で
あ
る

『
モ
ノ
づ
く
り
』
を
支
え
て
き
た
国
内
事
業

基
盤
の
維
持
・
強
化
に
支
障
を
来
た
し
、
部

品
企
業
な
ど
も
含
め
わ
が
国
の
自
動
車
産
業

全
体
の
雇
用
が
危
機
的
な
状
況
に
陥
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
」
と
危
機
感
を
募
ら
せ
て

い
る
。

　

行
わ
れ
て
い
る
対
策
は
、
費
用
抑
制
、
仕

入
先
と
一
体
と
な
っ
た
原
価
低
減
、
投
資
の

効
率
化
、
生
産
性
改
善
、
可
能
な
限
り
の
販

売
価
格
の
値
上
げ
な
ど
。
し
か
し
、
最
近
の

急
激
な
円
高
は
、「
個
別
企
業
の
コ
ス
ト
削
減

努
力
の
限
界
を
超
え
て
お
り
、
こ
れ
以
上
の

円
高
が
続
く
場
合
、
生
産
拠
点
の
海
外
移
転

も
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
悲

鳴
を
あ
げ
た
。

　

自
動
車
産
業
に
影
響
が
及
べ
ば
、
関
連
の

産
業
に
も
影
響
が
で
る
。【
ゴ
ム
】
か
ら
は
、

「
現
在
の
円
高
状
況
が
続
け
ば
、
国
内
生
産

の
減
少
等
に
伴
い
新
規
・
中
途
採
用
の
抑
制

な
ど
少
な
か
ら
ず
雇
用
面
で
の
影
響
が
出
て

く
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
」
と
、
雇
用
面
へ

の
影
響
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
た
。

　

原
材
料
な
ど
の
輸
入
で
は
メ
リ
ッ
ト
が
生

じ
る
が
、「
製
品
輸
出
採
算
は
急
激
に
悪
化
し

て
お
り
、
輸
出
先
の
見
直
し
や
採
算
の
悪
い

輸
出
製
品
の
削
減
な
ど
業
績
面
も
含
め
て

様
々
な
影
響
が
生
じ
て
い
る
」。
こ
の
円
高

が
継
続
し
た
場
合
は
、「
国
内
工
場
の
再
編
は

不
可
避
で
あ
り
、
雇
用
面
へ
の
影
響
を
危
惧

し
て
い
る
」
と
、
先
行
き
は
予
断
を
許
さ
な

い
。

電
機
は
部
材
調
達
の
変
更
で
対
応

　
【
電
機
】
で
は
、「
円
高
は
、
二
〇
一
一
年

第
１
四
半
期
だ
け
で
売
上
高
一
五
〇
億
円
減

の
影
響
を
発
生
さ
せ
た
」
と
大
き
な
打
撃
を

被
っ
た
企
業
も
あ
り
、
部
材
調
達
方
法
の
変

更
な
ど
の
対
応
策
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

企
業
に
よ
っ
て
は
、
過
去
の
円
高
局
面
で

す
で
に
、
海
外
生
産
の
拡
大
や
海
外
部
品
調

達
比
率
の
拡
大
な
ど
、
製
造
コ
ス
ト
の
ド
ル

連
動
性
を
大
き
く
し
て
き
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

雇
用
面
で
は
、「
社
員
の
雇
用
対
策
ま
で
手

を
つ
け
な
い
が
、
派
遣
社
員
の
削
減
、
ア
ウ

ト
プ
レ
ー
ス
メ
ン
ト
、
時
間
外
削
減
等
人
件

費
の
コ
ス
ト
削
減
は
実
行
し
て
い
る
」
な
ど
、

影
響
が
出
始
め
て
い
る
。

　
【
一
般
機
械
】
の
あ
る
企
業
か
ら
は
「
受

注
か
ら
完
工
ま
で
に
数
年
を
要
す
る
業
態
で

あ
り
、
急
激
な
円
高
は
当
初
の
想
定
レ
ー
ト

か
ら
の
乖
離
を
生
じ
採
算
上
の
リ
ス
ク
と
な

る
」
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
為
替
予
約
や
海

外
へ
の
発
注
を
ド
ル
ベ
ー
ス
で
精
算
す
る
な

ど
、
リ
ス
ク
低
減
の
努
力
が
行
わ
れ
て
い
る
。

円
高
は
受
注
で
の
値
引
と
同
効
果

　
【
工
作
機
械
】
か
ら
は
、「
現
在
の
七
〇
円

台
の
為
替
水
準
は
、
受
注
段
階
で
二
～
三
割

引
と
い
っ
た
よ
う
に
安
値
受
注
を
強
い
ら
れ

て
い
る
環
境
」
だ
と
の
切
実
な
訴
え
が
あ
っ

た
。
円
高
が
定
着
し
て
い
る
最
近
の
基
調
に

よ
っ
て
、「
従
来
と
は
さ
ら
に
一
歩
進
め
た
、

海
外
生
産
移
行
の
考
え
が
打
ち
出
さ
れ
て
い

る
」
企
業
も
出
て
い
る
。

　

外
国
企
業
と
の
競
争
力
低
下
を
懸
念
す
る

の
は
【
造
船
・
重
機
】。「
受
注
面
で
韓
国
・

中
国
に
対
し
て
競
争
力
が
大
幅
に
低
下
し
て

い
る
」
状
況
だ
。

　

雇
用
面
で
も
、
新
規
採
用
数
が
減
少
す
る

な
ど
の
影
響
が
出
て
い
る
。
円
高
が
続
け
ば
、

海
外
生
産
へ
の
シ
フ
ト
に
よ
っ
て
「
国
内
で

の
労
働
者
の
採
用
が
縮
小
す
る
」
と
の
コ
メ

ン
ト
が
あ
っ
た
。

円
高
進
む
と
価
格
下
が
る
非
鉄

　
【
非
鉄
金
属
】
の
製
錬
事
業
で
は
、「
円
高

に
よ
り
鉱
石
の
輸
入
に
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で

き
る
一
方
、
製
品
価
格
が
国
際
相
場
商
品
と

な
っ
て
お
り
、
ド
ル
・
ポ
ン
ド
建
て
で
決
定

さ
れ
る
た
め
、
円
高
が
進
む
と
価
格
が
下
が

る
と
い
う
円
高
に
弱
い
事
業
体
質
か
ら
、
業

績
が
大
き
く
振
れ
る
懸
念
が
あ
る
」
と
い
う
。

　

そ
の
た
め
、
非
鉄
金
属
メ
ー
カ
は
早
く
か

ら
多
角
化
の
展
開
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
金

属
加
工
事
業
、
ア
ル
ミ
缶
、
シ
リ
コ
ン
・
ウ

エ
ハ
、
電
子
部
品
な
ど
積
極
的
に
事
業
を
展

開
し
「
複
合
素
材
産
業
」
に
変
貌
し
、
業
績

の
安
定
化
を
図
っ
て
い
る
。

　

繊
維
関
連
産
業
を
み
て
い
く
と
、【
化
繊
】

は「
輸
出
品
に
お
い
て
価
格
転
嫁
が
難
し
い
」

こ
と
を
悩
み
に
あ
げ
た
。
現
在
の
よ
う
な
為

替
水
準
が
続
け
ば
、「
海
外
生
産
の
強
化
、
不

採
算
品
種
か
ら
の
撤
退
な
ど
事
業
の
見
直
し

を
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
そ
う
な
れ

ば
雇
用
面
へ
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
」
と
指

摘
し
た
。

　
【
繊
維
】
は
、
円
高
に
よ
っ
て
海
外
か
ら

の
繊
維
品
輸
入
が
増
大
す
る
と
、「
業
績
面
で

は
厳
し
い
状
況
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

円
高
の
影
響
と
今
後
の
対
策

<
企
業
・
業
界
団
体
モ
ニ
タ
ー
に
聞
く>
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る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

観
光
産
業
を
み
て
い
く
と
、【
旅
行
】
で
は

プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
両
面
の
影
響
が
コ
メ

ン
ト
さ
れ
た
。
海
外
旅
行
に
つ
い
て
は
、「
円

高
の
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
ら
れ
る
の
で
、
個
人

客
に
つ
い
て
は
数
が
伸
び
て
い
る
」
が
、
訪

日
旅
行
は
、「
円
高
は
実
質
価
値
が
目
減
り
し

て
お
り
、
お
客
自
体
が
来
な
い
」
状
況
だ
。

経
済
全
体
へ
の
影
響
を
懸
念

　

内
需
産
業
で
は
、
円
高
が
国
内
景
気
を
冷

え
込
ま
せ
る
と
い
う
二
次
的
な
マ
イ
ナ
ス
の

影
響
を
懸
念
す
る
。【
百
貨
店
】
は
、
円
高

の
直
接
の
影
響
を
う
け
る
こ
と
は
な
い
も
の

の
、「
企
業
業
績
の
悪
化
、
株
価
の
下
落
な
ど

が
消
費
マ
イ
ン
ド
に
悪
影
響
を
与
え
、
百
貨

店
売
上
の
減
少
に
よ
る
業
績
の
悪
化
や
、
そ

れ
に
よ
る
雇
用
の
調
整
に
至
る
こ
と
」
を
懸

念
す
る
。

　
【
鉄
道
】
も
「
事
業
を
遂
行
す
る
上
で
為

替
の
影
響
を
直
接
受
け
る
こ
と
は
少
な
い
。

一
方
、
急
激
な
円
高
に
よ
り
、
輸
出
業
な
ど

外
需
中
心
の
日
本
の
基
幹
産
業
の
業
績
が
落

込
め
ば
、
日
本
経
済
全
体
が
縮
小
し
、
個
人

消
費
の
冷
え
込
み
へ
と
つ
な
が
る
」
な
ど
と

す
る
。

　
【
道
路
貨
物
】
は
「
短
期
的
に
は
輸
出
関

連
企
業
の
輸
出
の
減
少
か
ら
原
材
料
や
輸
出

製
品
の
荷
動
き
に
影
響
が
あ
る
も
の
と
懸
念

さ
れ
る
」
と
し
、「
長
期
的
に
は
海
外
生
産
へ

の
シ
フ
ト
が
強
ま
り
、
国
内
輸
送
量
の
さ
ら

な
る
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。

　
【
港
湾
運
輸
】
は
、「
現
在
よ
う
や
く
工
場

の
再
開
・
復
興
が
顕
著
に
見
え
始
め
て
い
た

矢
先
に
、
昨
今
の
急
激
な
円
高
基
調
が
輸
出

貨
物
を
鈍
化
さ
せ
、
港
湾
で
の
取
扱
貨
物
量

に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
が
出
て
い
る
」
と
指

摘
し
た
。

　

雇
用
市
場
に
も
影
響
は
及
ぶ
よ
う
だ
。【
事

務
処
理
サ
ー
ビ
ス
】（
人
材
派
遣
）
は
、「
円
高

の
進
行
で
輸
出
型
の
派
遣
先
を
中
心
に
、
生

産
・
サ
ー
ビ
ス
の
減
退
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

こ
れ
に
よ
る
影
響
を
心
配
し
て
お
り
、
ニ
ー

ズ
の
落
ち
込
み
が
懸
念
さ
れ
る
」
と
す
る
。

【
専
修
学
校
等
】
は
、「
円
高(

対
米
ド
ル)

に
よ
り
、
輸
出
依
存
度
の
高
い
業
界
、
あ
る

い
は
旅
行
・
観
光
業
の
う
ち
外
国
人
を
対
象

と
す
る
業
種
な
ど
で
業
績
が
悪
化
す
る
こ
と

で
、
卒
業
生
の
就
職
先
の
確
保
や
開
拓
が
困

難
」
と
就
職
環
境
へ
の
悪
影
響
を
懸
念
す
る
。

食
品
材
料
の
輸
入
に
は
プ
ラ
ス

　

一
方
、
円
高
で
プ
ラ
ス
面
を
享
受
す
る
業

種
も
あ
る
。【
食
品
】
は
「
大
手
食
品
企
業
は
、

基
本
的
に
は
、
原
料
の
大
半
を
輸
入
に
依
存

し
て
い
る
た
め
、
高
騰
し
て
い
る
輸
入
原
料

価
格
の
一
部
低
減
に
寄
与
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
み
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
。

　
【
パ
ン
・
菓
子
】
も
「
原
材
料
は
輸
入
品

が
多
い
こ
と
か
ら
、
円
高
は
む
し
ろ
プ
ラ
ス

に
働
く
」
と
す
る
。
た
だ
、
そ
の
一
方
で
、

世
界
的
に
小
麦
価
格
は
高
騰
し
て
い
る
。
輸

入
小
麦
の
政
府
売
渡
価
格
は
さ
ら
に
上
昇
す

る
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
「
消
費
者
の
一

般
的
な
認
識
は
『
円
高
＝
輸
入
品
の
実
売
価

格
低
下
』
で
あ
り
、
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が

心
配
で
あ
る
」
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。

　
【
住
宅
】
は
、
急
激
な
円
高
に
よ
る
景
気

の
冷
え
込
み
で
、
需
要
の
減
退
が
懸
念
さ
れ

る
も
の
の
、「
建
材
（
木
材
等
）
の
輸
入
、
海

外
の
不
動
産
投
資
（
分
譲
住
宅
開
発
等
）
等

で
は
円
高
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

【
石
膏
】
も
「
原
料
全
体
の
三
割
を
占
め
る

輸
入
石
膏
及
び
燃
料
に
関
し
て
は
、
安
価
に

購
入
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
」
と
す
る
。

（
調
査
・
解
析
部
　
荒
川
創
太
）
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